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報道関係各位 
一般社団法人日本電子回路工業会 

 
『JPCA Show 2014 他４展示会』 

出展申込締切 2月28日まで延長決定 
 

一般社団法人日本電子回路工業会（JPCA）（会長：小林俊文／日本メクトロン株式会社）展示会運営

委員会／展示会企画委員会（委員長：山本治彦／超高効率電子回路生産システム研究会）は、2014年6月4
日（水）から6月6日（金）までの3日間、東京ビッグサイト（江東区有明）にて開催する「JPCA Show 2014
（主催：JPCA）／ラージエレクトロニクスショー2014（共催：JPCA・半導体産業新聞（株式会社産業

タイムズ社））／WIRE Japan Show 2014（共催：JPCA・電線新聞（株式会社工業通信））／2014 マ
イクロエレクトロニクスショー（主催：一般社団法人エレクトロニクス実装学会（JIEP））／JISSO 
PROTEC 2014（主催：一般社団法人日本ロボット工業会（JARA）」の出展申込締切を当初の2月14日か

ら2月28日まで延長する。 
 
2013 年後半から2014 年にかけ、2020 年の東京オリンピック開催に触発される様に、景気回復感が強

まってきており、各企業から「経営状況が良くなり、予算が確保できそうなので、締切を延ばせないか」

等の要望や、政府の「産業競争力強化法」に係る「生産性向上設備投資促進税制」が施行され、今後、設

備投資を行う企業が増えることが予想されることからも、設備・装置メーカ企業様を中心に「この政府の

優遇税制措置を活用されるユーザに是非自社の製品をPRしたい」、「新製品の開発が間に合いそうなので、

もう少し締切日を延ばせないか」などの要望が運営事務局に、1月末にかけて多数寄せられたため、JPCA
理事会、展示会運営委員会では、展示レイアウトの工夫を施すことで要望に応える方針を決定した。 
 

2014年はあらゆる製品・技術を「載せる つなぐ つくる そして、ひろげる」をテーマに電子回路総合

展として周辺境界領域とコラボを展開するため、JPCAと電線新聞との共催にて電線／ケーブル・コネク

タ・周辺機器の日本唯一の展示会「WIRE Japan Show 2014」を同時開催する。 
 

また、本年は、一般社団法人日本電子デバイス産業協会（NEDIA）の特別協力にて、電子デバイスベン

チャー企業にご出展頂く「NEDIA電子デバイスパビリオン」や、日本MID協会（JMID）の特別協力にて

3Dプリンター応用・立体成形回路部品などの展示やセミナーを行う「3D-MID パビリオン」の設置など、

電子回路総合展に相応しい展示会として開催できるよう展示会企画委員会を中心に鋭意準備を進めている。 
他にも、従来の話題性の高い基調講演、PEC Japan、最先端実装技術シンポジウム等併催企画以外に、

電子機器開発責任者が多数参加する「日本プラグフェスト」（主催：一般社団法人組込みシステム技術協

会（JASA））を同時開催予定。更なるエンドユーザの来場を見込む。 
 

2014年、電子回路主体から電子回路総合展へと刷新する「JPCA Show 2014／ラージエレクトロニクス

ショー2014／WIRE Japan Show 2014／2014 マイクロエレクトロニクスショー／JISSO PROTEC 
2014」は今後も、業界一丸となって、最先端技術・新製品・サービスを、国内外に発信し、業界を牽引で

きる業界団体、展示会として開催することで、ご出展者及びご来場者の方々に有意義な商談の場を提供し、

ご満足して頂けると期待している。 
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